
(２) 提案に含まれる文化財

　① 整理表
 名　　　称 大湯環状列石

 保護の主体 国

 保護の種類 特別史跡　

　・史跡指定  　　1950 年 12 月 26 日　 面積： 16,182.00㎡
　　　　　　　　　　　 指定基準　史跡の部第Ⅰ類

　・特別史跡指定  1956 年  7 月 19 日　 面積： 16,182.00㎡
　　　　　　　　　　　 指定基準　史跡の部第１による

　・追加指定      1990 年  3 月  8 日　 面積：220,529.81㎡
                  1994 年　1 月 25 日   面積：　3,578.00㎡
　　　　　　　　　2001 年　8 月 13 日　 面積：　9,355.79㎡

指 定 面 積 240,833.60㎡
要　　　 約   万座、野中堂環状列石を主体とする縄文時代後期前葉から中葉の大

規模な遺跡で、100 基以上の組石遺構の集合体で、二重の環状(外帯・

内帯)となる。環状列石を取り囲むように掘立柱建物があり、これらは

一体なって、ストーンサークルを作り続けた縄文人の心の拠り所であ

り、記念物(モニュメント)として捉えられている。

構 成 要 素 環状列石　環状配石遺構　方形配石遺構　配石遺構　配石遺構列

立石遺構　掘立柱建物跡　土器埋設遺構など　

 


